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参
加
者
ふ
た
た
び

　
　
　

二
〇
〇
名
の
大
台
突
破
す
る

　

当
日
は
、
朝
方
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
昼
過
ぎ
か
ら
晴
れ
に
な
り
絶
好

の
総
会
日
和
に
な
り
ま
し
た
。

　

郵
便
の
遅
配
問
題
が
生
じ
、
出
欠

提
出
締
め
切
り
の
日
に
は
、
百
名
弱

の
出
席
の
返
事
し
か
な
く
、
幹
事
一

同
大
変
あ
せ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

幹
事
一
同
積
極
的
に
勧
誘
に
動
い
た

と
こ
ろ
、
総
会
当
日
二
百
名
の
大
台

を
突
破
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は

初
め
て
彦
根
市
観
光
課
よ
り
、
観
光

ポ
ス
タ
ー
や
鎧
兜
、
物
産
品
等
懐
か

し
い
数
々
を
展
示
、
陳
列
し
て
い
た

だ
き
、
会
場
の
場
も
一
層
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、

幹
事
の
大
学
十
九

回
生
山
口
郁
夫
の

開
会
の
宣
言
に
続

き
、
名
古
屋
支
部

長
の
小
島
興
一
の

挨
拶
の
後
、
今
回

司
会
を
担
当
し
た

四
十
三
回
生
の
金

澤
清
美
氏
よ
り
、

来
賓
紹
介
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回

は
滋
賀
大
学
か
ら
経
済
学
部
長
福
田

敏
浩
が
、
ま
た
陵
水
会
か
ら
は
理
事

長
の
堀
田
馨
氏
を
は
じ
め
、
東
京
、

大
阪
、
岐
阜
、
三
重
、
彦
根
湖
東
の

各
支
部
の
代
表
が
来
賓
と
し
て
出
席
。

来
賓
を
代
表
し
て
、
堀
田
氏
よ
り
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
会
は
金
澤
さ
ん
の
司
会
に
よ
り
、

①
平
成
十
七
年
度
の
会
計
報
告
と
監

査
報
告　

②
役
員
改
選
の
議
案
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
に
つ
い
て
は
、
会
計
幹
事
の
水

野
浩
氏
よ
り
説
明
報
告
の
後
、
監
事

の
大
野
眞
一
氏
よ
り
決
算
報
告
が
適

正
で
あ
る
旨
説
明
が
あ
り
、
拍
手
を

も
っ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
②
に
つ

い
て
は
、
倉
坪
幹
事
長
よ
り
別
紙
案

の
役
員
改
選
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

原
案
ど
お
り
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
更
に
、
そ
の
後
倉
坪
氏
よ

り
、
陵
水
亭
の
案
内
及
び
陵
水
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。　

　

総
会
後
は
、
講
演
会

を
挟
ん
で
、
懇
親
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東

京
支
部
長
の
宇
治
原

氏
の
祝
辞
後
、
福
田
経

済
学
部
長
の
乾
杯
に

よ
り
歓
談
に
入
り
ま

し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
彦
根

観
光
課
か
ら
の
ピ
ー

ア
ー
ル
、
そ
れ
に
前
日

の
日
経
平
均
株
価
と
外
国
為
替
の
発

表
が
あ
り
、
近
似
の
予
想
当
選
者
に
、

盛
り
た
く
さ
ん
の
景
品
提
供
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
講
師
を
含
め
八
名

の
女
性
出
席
者
が
あ
り
、
小
島
支
部

長
の
外
国
土
産
を
初
め
、
全
員
に
景

品
が
手
渡
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
近
づ
き
、
新
入
会
員
三
名

の
紹
介
、
陵
水
名
古
屋
男
性
合
唱
団

の
リ
ー
ド
で
、
彦
根
寮
歌
、
琵
琶
湖

周
航
の
歌
を
全
員
で
斉
唱
、
一
段
と

盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
残
念
な

が
ら
時
間
到
来
と
な
り
、
高
商
二
十

回
卒
の
榊
原
氏
に
よ
る
万
歳
三
唱
で

お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
懇
親
会
会
場
で
彦
根
の

物
産
品
も
展
示
さ
れ
、
景
品
も
多
数

に
上
り
、
料
理
も
余
る
ほ
ど
多
め
に

出
さ
れ
た
た
め
、
皆
さ
ん
満
足
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
自
負
し
て
お
り

ま
す
。　
　
　
　

山
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郁
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本
日
は
大
変
お
忙
し
い
中
、
名
古

屋
支
部
総
会
に
ご
出
席
を
賜
り
、
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

郵
便
の
遅
配
が
あ
り
、
郵
便
を
見

た
ら
締
め
切
り
後
に
着
い
た
と
い
う

ク
レ
ー
ム
が
い
っ
ぱ
い
来
ま
し
た
が
、

こ
ん
な
に
集
ま
っ
て
頂
き
、
我
々
執

行
部
一
同
大
変
喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

滋
賀
大
学
が
独
立
法
人
に
な
っ
て

二
年
目
に
な
り
ま
し
た
が
、
学
校
が

生
き
残
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
陵
水

会
と
し
て
何
を
し
た
ら
よ
い
か
を
考

え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

い
ろ
い
ろ
な
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
こ
で
、
別
紙
に

あ
り
ま
す
よ
う
に
「
支
部
年
会
費
と

本
部
年
会
費
の
一
括
口
座
引
き
落
と

し
の
お
願
い
」
を
御
覧
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
近
の
会
費
の
納
入
状

況
は
、
平
成
十
三
年
か
ら
落
ち
込
み

が
続
き
、
昨
年
度
の
名
古
屋
支
部
の

納
入
者
は
四
百
十
名
で
、
前
年
度
よ

り
百
十
名
の
減
少
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
う
っ
か
り
忘
れ
を
な

く
す
た
め
に
、
口
座
引
き
落
と
し
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在

は
三
十
名
の
方
が
口
座
引
き
落
と
し

を
し
て
い
ま
す
。
引
き
落
と
し
の
用

紙
の
通
り
、
郵
便
か
金
融
機
関
の
ど

ち
ら
か
に
丸
を
付
け
て
、
出
し
て
頂

け
れ
ば
良
い
の
で
、
是
非
協
力
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
来
年
四

月
以
降
の
会
費
か
ら
引
き
落
と
し
に

な
り
ま
す
の
で
、
会
費
の
お
願
い
で
、

私
の
挨
拶
に
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
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中
国
の
四
代
発
明
は
、
紙
、
印
刷
、

羅
針
盤
、
火
薬
で
す
が
、
第
五
の
発
明

は
何
か
ご
存
知
で
す
か
。
そ
れ
は
、
太

極
拳
で
す
。
太
極
拳
の
元
は
少
林
寺
拳

法
か
ら
き
て
い
ま
す
が
、
健
康
に
重
き

を
置
い
て
い
ま
す
。
歩
く
と
き
は
、
風

の
よ
う
に
速
く
、
立
つ
と
き
は
、
松
の

よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
に
立
ち
、
坐
る
と
き

は
、
不
動
・
鐘
の
よ
う
に
、
寝
る
と
き

は
、
弓
の
よ
う
に
、
し
な
や
か
に
す
ぐ

起
き
ら
れ
る
。

が
基
本
で
す
。

　

基
本
練
習
に
五
年
か
か
り
ま
す
。
関

節
を
伸
ば
さ
ず
、
相
手
の
力
を
生
か
し

て
倒
す
の
が
、
太
極
拳
の
特
徴
で
す
。

陰
と
陽
、
曲
線
と
円
の
動
き
で
す
。

　

千
六
百
年
か
ら
千
七
百
年
の
三
国
時

代
に
出
て
き
ま
し
た
が
、
千
九
百
五
十

六
年
簡
化
二
十
四
式
太
極
拳
が
政
府
公

認
と
し
て
普
及
し
、
今
は
四
十
二
式
が

政
府
公
認
の
太
極
拳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

太
極
拳
の
流
派
は
、
陳
式
、
陽
式
、

武
式
、
呉
式
、
孫
式
、
和
式
の
六
つ
が

あ
り
ま
す
が
、
私
は
伝
統
楊
式
太
極
拳

第
五
代
伝
人
、
伝
統
武
式
太
極
拳
第
六

代
伝
人
を
引
き
継
い
で
お
り
ま
す
。

　

太
極
拳
の
訓
練
は
、
最
初
が
太
極
拳
、

二
番
目
は
剣
、
三
番
目
は
刀
、
四
番
目

は
棒
、
五
番
目
は
推
手
で
す
。
昔
は
武

術
で
し
た
が
、
今
は
健
康
の
た
め
に
行

い
ま
す
。
太
極
拳
の
動
き
、
リ
ズ
ム
が

良
い
の
で
す
。
血
流
が
全
身
に
流
れ
、

新
陳
代
謝
が
良
く
な
り
ま
す
。
血
管
の

活
性
化
に
つ
な
が
り
、
循
環
が
良
く
な

る
の
で
す
。
骨
が
丈
夫
に
な
り
、
中
腰

の
姿
勢
で
す
の
で
、
腰
も
丈
夫
に
な
り

ま
す
。
腰
を
中
心
に
動
く
の
で
、
内
臓
、

腸
の
活
性
化
に
な
り
ま
す
。
腸
は
全
身

消
化
、
栄
養
・
吸
収
の
場
所
で
、
人
間

の
生
き
る
土
台
で
す
。
つ
ま
り
、
太
極

拳
は
、
安
心
、
安
全
で
副
作
用
も
な
く

良
い
こ
と
尽
く
め
で
す
。

　

脳
の
中
身
を
見
る
と
、
セ
ル
ド
リ
ン

と
い
う
物
質
が
出
ま
す
。
リ
ズ
ム
運
動

を
す
る
と
、
例
え
ば
散
歩
、
遊
泳
な
ど

で
も
出
ま
す
が
、
太
極
拳
を
す
る
と
非

常
に
出
る
の
で
す
。
日
本
人
は
神
経
質

で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
ス
ト
レ
ス
に

弱
い
と
い
う
こ
と
が
言
え
ま
す
の
で
、

太
極
拳
を
特
に
お
勧
め
し
ま
す
。
太
極

拳
を
し
て
、
腸
を
整
え
れ
ば
セ
ル
ド
リ

ン
が
出
て
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
も
な
り
ま

せ
ん
。
薬
を
飲
ん
で
鬱
を
直
そ
う
と
し

て
も
ダ
メ
で
、
ま
ず
腸
を
活
性
化
し
て
、

自
律
神
経
を
良
く
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
れ
に
は
、
太
極
拳
が
一
番
で
す
。

　

健
康
に
は
、
朝
の
太
陽
、
食
事
、
バ

ラ
ン
ス
、
食
後
の
お
茶
が
大
切
で
す
。

野
菜
を
食
べ
る
時
は
、
緑
は
先
、
白
は

あ
と
、
赤
は
最
後
に
食
べ
る
の
が
良
い

の
で
す
。
平
常
心
で
、
行
動
（
太
極
拳
）

を
す
る
の
が
長
生
き
の
秘
訣
に
な
り
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
も
、
健
康
で
、
長
生

き
す
る
た
め
に
も
太
極
拳
を
始
め
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
山
口
郁
夫（
大　

）
１９
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つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ

小
島
支
部
長
あ
い
さ
つ

小島名古屋支部長

講
師
：
劉
紅
年
（
司
会
よ
り
講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
紹
介
）

　

劉
先
生
は
中
国
上
海
の
出
身
で
、
名
古
屋
大
学
医
学
部
博
士
課
程
を
卒
業
さ
れ
、
医
学
博

士
の
肩
書
き
を
持
っ
て
お
ら
れ
、
現
在
名
大
で
客
員
研
究
員
と
し
て
、
太
極
拳
の
医
学
的
効

果
に
つ
い
て
研
究
に
従
事
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
国
伝
統
医
学
太
極
拳
会
長
と
し
て
、

現
在
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
朝
日
文
化
セ
ン
タ
ー
で
太
極
拳
講
師
と
し
て
指

導
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

特

別

講

演

 

日本語で熱弁ふるう劉氏



名　古　屋　陵　水 ２００６年８月２５日　第２５号（３）

税理士 （大10回） 大 野 眞 一  

（有） 
大野眞一税理士事務所  
　大野会計計算センター 

事務所 
 
自 宅  
 
 

名古屋市西区中小田井3丁目223番地 
（ 0 5 2 ） 5 0 4 - 3 5 1 1 　 　 　 　 　  
愛知県西春日井郡師勝町大字六ツ師字町田160-3 
（ 0 5 6 8 ） 2 1 - 0 0 9 9 　 　 　 　 　  

〒452-0822 
 
〒481-0001 〒461-0005　名古屋市東区東桜2丁目4番1号  

TEL（052）932-4500（代）　FAX（052）932-4525

代表社員 
公認会計士 小 島 興 一  
代表社員 
公認会計士 

（大10回） 

（大1１回） 戸 田 一 彦  

福田経済学部長あいさつ

彦根物産店 来年  総会幹事あいさつ

全員で彦根寮歌を斉唱

総
会
ス
ナ
ッ
プ
写
真

総
会
ス
ナ
ッ
プ
写
真 

総
会
ス
ナ
ッ
プ
写
真

総
会
ス
ナ
ッ
プ
写
真 

総
会
ス
ナ
ッ
プ
写
真 

　

本
格
的
な
夏
到
来
。
毎
日
が
暑
さ

と
の
格
闘
で
す
。
体
調
管
理
が
大
切

で
す
ね
。

　

名
古
屋
陵
水
会
の
お
手
伝
い
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
五
年
に
な
り
ま
す
。

本
年
は
、
初
め
て
総
会
か
ら
懇
親
会

ま
で
司
会
進
行
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
総
会
は
陵
水
会
一
年

間
の
ま
と
め
で
も
あ
り
、
幹
事
の

方
々
で
な
く
て
も
よ
い
の
か
し
ら
…

と
も
。
た
だ
、
事
前
の
打
ち
合
わ
せ

時
か
ら
も
、
場
が
和
む
か
ら
と
言
っ

て
い
た
だ
き
、
皆
様
の
ご
協
力
の
も

と
、
何
と
か
大
役
を
務
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

本
年
の
会
に
は
、
女
性
六
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
四
年
前
の
女
性

部
会
設
立
時
に
は
、
色
々
と
活
動
内

容
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
（
？
）
と
専
業

主
婦
で
は
、
や
は
り
自
由
な
時
間
と

い
う
の
も
違
い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ

な
子
供
の
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
な

か
な
か
外
出
は
難
し
い
と
の
事
。

　

総
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
て
み

て
も
、
夕
方
か
ら
の
開
催
時
間
は
参

加
し
づ
ら
い
、
講
演
の
内
容
に
あ
ま

り
興
味
が
な
い
、
懇
親
会
の
立
食
形

式
や
座
席
配
置
が
参
加
を
躊
躇
さ
せ

て
い
る
よ
う
で
す
。
数
年
前
に
女
性

ソ
ム
リ
エ
の
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た

が
、
参
加
し
た
い
け
ど
時
間
が
遅
い

の
が
嫌
だ
、
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。
一
般
的
に
講
演
会
や
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
す
る
と
し
た
場
合
、
や

は
り
開
催
時
間
は
平
日
で
も
夕
方
六

時
頃
か
ら
始
ま
り
、
食
事
を
し
な
が

ら
開
催
さ
れ
る
事
が
多
い
か
と
思
い

ま
す
。
名
古
屋
陵
水
会
の
場
合
、
講

演
の
後
、
懇
親
会
が
八
時
を
過
ぎ
て

か
ら
、
ま
た
時
間
も
一
時
間
弱
と
い

う
の
で
は
、
や
は
り
時
間
に
追
わ
れ

て
い
る
よ
う
な
気
も
し
ま
す
。

　

私
は
本
年
副
幹
事
長
の
大
役
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
。
正
直
、
ど
ん
な

活
動
を
す
る
の
か
、
自
分
に
何
が
で

き
る
の
か
、
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

陵
水
会
開
催
内
容
の
見
直
し
？
と
い

う
と
言
い
過
ぎ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

一
女
性
の
立
場
か
ら
、
少
し
で
も
多

く
女
性
が
参
加
で
き
る
様
に
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後
と
も
皆

様
の
ご
助
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

���������������������������������������������������
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金
澤
清
美
（
大　

）
４３

総合司会　金澤さん



名　古　屋　陵　水２００６年８月２５日　第２５号 （４）

陵水会名古屋支部・支部役員

卒業年次氏　名役職名

（本科２１回）井澤　慶一顧 問

（大学３回）岡田　　一〃

（大学８回）吉田　宜正〃

（大学１０回）小島　興一支 部 長

（大学１３回）倉坪　和久副 支 部 長

（大学１７回）岩田　政三幹 事 長

（大学１５回）吉田　　稔副 幹 事 長

（大学１５回）村瀬　英己〃

（大学１９回）松林　茂晴〃

（大学２２回）今井田昭三〃

（大学３０回）久田　寿一〃

（大学３３回）横井　隆幸〃

（大学４３回）金澤　清美〃

（大学１２回）水野　　浩会 計 幹 事

（大学１０回）大野　眞一監 事

■工作機械　■メカトロニクス製品　■自動車部品 

主要製品  
税理士 （大1４回） 奥 谷 弘 和  

奥谷弘和税理士事務所 

事務所 
電 話  
 
 

碧 南 市 山 神 町 7 - 2  
（0566）4 1 - 1 1 5 5  
 

〒447-0869

陵水会名古屋支部・本部役員

卒業年次氏　名役員名

（大学３回）岡田　　一顧 問

（大学１０回）小島　興一理事（副理事長）

（大学８回）吉田　宜正〃

（大学１３回）倉坪　和久〃

（大学５回）南野　輝久評 議 員

（大学６回）伊與　正道〃

（大学８回）吉田　正克〃

（大学１０回）大野　眞一〃

（短大７回）長谷川信三〃

（大学１２回）水野　　浩〃

（大学１５回）吉田　　稔〃

（大学１７回）岩田　政三〃

（大学１７回）簗瀬悠紀夫〃

（大学２２回）今井田昭三〃

（大学３０回）久田　寿一〃
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役
員
改
選

　

大　

回
卒　

石
原　

芳
洋

５４（
ア
イ
シ
ン
・
エ
イ
・
ダ
ブ
リ
ュ
）

　

大　

回
卒　

松
岡　

誠
介

５４（
ア
イ
シ
ン
・
エ
イ
・
ダ
ブ
リ
ュ
）

　

大　

回
卒　

原
田　

太
郎

５４

（
名
古
屋
銀
行
）

�　
　

�　
　

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	

石
原　

芳
洋

今
年
の
総
会
感
想

　

ご
年
配
の
方
が
多
く
み
え
、
初
め

は
少
し
動
揺
も
し
ま
し
た
が
、
実
際

は
と
て
も
和
や
か
な
雰
囲
気
で
楽
し

く
、
ま
た
貴
重
な
お
話
も
た
く
さ
ん

聞
く
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意
義
な

時
間
が
過
ご
せ
ま
し
た
。
ま
た
来
年

も
是
非
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
後
の
総
会
を発

展
さ
せ
る
ア
イ
デ
ア

　

懇
親
会
の
時
間
が
短
い
の
が
も
っ

た
い
な
く
感
じ
ま
し
た
。
も
う
少
し

多
く
の
方
と
お
話
を
す
る
時
間
が
欲

し
か
っ
た
で
す
。

　

年
齢
が
近
い
回
生
ご
と
で
担
当
者

を
決
め
、
名
古
屋
支
部
で
勤
務
す
る

方
の
名
簿
を
割
り
振
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

声
を
掛
け
合
い
参
加
を
集
う
よ
う
に

し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

鈴　

木　
　
　

修

　
　
　
　

外　

山　

哲　

男

　
　
　
　

安　

田　

隆　

信

　
　
　
　

沓　

名　

隆　

夫

　
　
　
　

岡　

田　

敏　

光

　
　
　
　

松　

林　

茂　

晴

　
　
　
　

春　

木　

隆　

助

　
　
　
　

加　

藤　
　
　

満

　
　
　
　

荒　

川　

敏　

明

　
　
　
　

前　

澤　

利　

彦

　
　
　
　

濱　
　
　

筆　

治

　

年
次
幹
事

　
　
　
　

山　

口　

郁　

夫

　
　
　
　

天　

野　

雅　

裕

　
　
　
　

山　

口　
　
　

隆

　
　
　
　

伊　

藤　

惠　

治

　
　
　
　

冨　

田　

敏　

夫

　
　
　
　

鹿　

住　
　
　

誠

　
　
　
　

服　

部　

壽
惠
廣

　
　
　
　

菅　

沼　

幸　

雄

　
　
　
　

多　

田　

憲　

一

　

年
次
幹
事

　
　
　
　

板　

谷　

憲　

治
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���
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���
���
���
���
���
���
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第　

回
卒
総
会
幹
事

１９

ご
苦
労
様
で
し
た

来
年
度
総
会
幹
事

第　

回
卒
の
皆
様

２０



名　古　屋　陵　水 ２００６年８月２５日　第２５号（５）

平成１７年度陵水会名古屋支部会費納入者一覧表

川　村　憲　一 

創業８７年 

〒457-0064 名古屋市南区星崎1-132-1

TEL 052-822-2658/ （代） 
FAX 052-811-6365/ （代） 

http//www.kokkosya.co.jp E-mail:info@kokkosya.co.jp

山　内　佳　紀 

山内佳紀事務所  

支　出　の　部収　入　の　部

１，３９７，９４５
５８３，５０１
２０９，７０１
１１，５８０
２，１６５

１，５７２，８８０

平成１７年度総会費用
「名古屋陵水」発行費
会議費
交際費
雑　費
次年度繰越金

１，６３０，６７６
１，１００，０００
５５０，０００
１５６，９００
２３０，０００
１１０，１９６

前年度繰越金
平成１７年度総会会費
平成１７年度支部会費
本部より補助金
広告収入
雑収入

３，７７７，７７２３，７７７，７７２
（単位：円）

氏　　　　名卒回

石倉雅夫、望月弘隆、市川弘幸、石原秀夫、森崎敏男、奥谷弘和、
青山一道、岡村明光、古橋功朗、藤原寛治、松木浩、山中正行、早
川匡彦、牧野安宏、伊藤仁隆

１４

伊藤英雄、森下昭造、吉田稔、杉山皓造、長坂重信、松坂光八郎、
室殿智秀１５

蜂須賀聡太、桑山邦彦、堀場文夫、竹島毅、井川伸造１６

阿多博之、戸田一己、柘植和夫、石井卓、川口暢之、川茂進一、簗
瀬悠紀雄、滋野輝彦、淺沼和彦、青山政弘、南寿英二、岩田政三１７

加藤久典、勝野良信、西尾達彦、川上良彦、水野義久、鈴木幹男１８

鈴木修、松林茂晴、春木隆助、外山哲男、山口郁夫、浜筆治、岡田
敏光、沓名隆夫１９

伊藤恵治、冨田敏夫、石井和敏、天野雅裕、山口隆、岩瀬昭一２０

山内薫、村山明司、岩田寿雄、森本良夫２１

松下和久、志知明善、脇田秀昭２２

太田孝夫、大山能孝、高山穣、三輪直樹２３

野瀬廣司、近藤（神谷）一菜、牛田好紀、吉田誠、杉原隆義２４

野々山徳雄、児玉正治、片岡嘉幸、伊奈伸夫、尾坂弘吉２５

玉腰隆志２７

今尾文明２９

伊藤請治、今井勝也、奥川正朗３０

橋本衞、山田康博、渡辺亨、堀洋一、寺西基治３１

倉田弘継３２

河合伸幸３４

堀尾熱生、志賀康仁３５

日比野厚、渡辺忠守３７

渡辺輝昭３８

安井正人、金沢清美、小林靖、鈴木康生４３

高橋和孝４４

加藤（村田）まゆみ、鈴木理映子４６

井上知重、森基樹、大崎和彦４９

中嶋智士５１

浅野恵星５２

小久保智生、杉浦裕樹、原田ちひろ、宇佐見豊、武馬弘和、水谷歩５３

斎藤武司短 ２

寺倉幸夫４

長谷川信三７

《会費納入のお願い》
　陵水会の活動はすべて皆様の会費で運営しています。
会費納入にご協力ください。

氏　　　　名卒回

吉田正巳本 ７

杉山一雄１４

土屋武夫、杉山茂１５

小島恵、斉藤彰徳１６

清水豊１８

高橋永吉、片岡六雄１９

榊原明、水野稔２０

井澤慶一、荒島保、杉浦弘２１

大薮守康、瀬尾且二、垣本武郎、所鉦一、前畑成温、浅野恒彦２２

七家亘康、鈴木貴晴、馬路芳郎、片山恭男、大橋芳夫２３

林哲郎２４

森田三郎東 １

日比野哲男４

山口孝夫、斎藤信也工 １

下郷三五郎別 １

金子馨８

矢野浩一郎、若林健司、那須希好大 １

加藤昌彦、棚橋平蔵、渡辺正和、堀田一幸、福田重光、河合万之助、
鹿野磯夫、木村善雄、勝忠男、伊藤良蔵、鷲尾幸三２

井箟英之、岡田一、石川茂行、水野敏郎、横関不二男、吉田全広、
柴田英正、森谷馨、石黒雅俊、田中繁次３

河野洋久、石井正樹、鈴木俊彦、中嶋宗嗣、内藤和秀、近藤勇雄、
星川康次、伊藤康二、榊原惣一４

亀井正幸、中村錠司、森照明、清水有、柴宗平、南野輝久、村橋敏博５

加藤功、岩田修司、豊田一利、沓名敏郎、伊與正道、石橋政雄、七
里年昌、山田寿男、牧野良三６

松田俊一、清俊三、松島利一、神谷慎太郎、川瀬泰、河村実鏤、橋
本英一郎７

宮川益雄、久野勝利、堀田隆幸、脇田佳男、中島孝宜、布藤久夫、
木村芳夫、木村秀夫、吉田正克、伊藤英夫８

清水吉男、坂東史雄、堀満、大西敏隆、清水一冶、杉田嘉�、山中
桂、加藤伸、後藤寅二郎、榊原寛、西村泰徳、鈴木俊明９

上原信彦、小島興一、鈴木清司、間瀬俊彦、川瀬幹夫、鷲見公嗣、
堀田隆久、桑原誠、水野健治、大野眞一、深井精興、浅田為正１０

小林雍正、赤坂郁昌、内藤嘉美、鶴森昭雄、田中孝行、加藤宣彦、
浅野如糧（幹郎）、築山宏一１１

藤村勝利、伊藤靖久、山田正治、国立徹、古田公三、鬼頭時夫、水
野浩、田中慶一郎、榊原昌夫、高野悟１２

後藤一而、大橋輝彦、佐橋孝、尾形榮一、嶋津導彦、大竹雅司、加
藤嘉隆、丹下義友、倉坪和久、吉野祐次郎、磯貝嘉男、福田勇夫、
川村憲一、鈴木慎吾、吉田武久、兵藤雅徳、山田建造

１３

陵水会名古屋支部
収支報告書

支部会費：２，０００円×２７５名
本部会費：３，０００円×２７３名

（代理集金）

自　平成１７年３月１日
至　平成１８年２月２８日
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集客企画・販促品なら“あいん”におまかせください！ 
呉服業界の販促ノウハウを伝授します 

株式会社  あいんシステムズ 
〒487－0025　愛知県春日井市出川町２丁目２６番地１ 
TEL 0568－52－0004（代）　ＦＡＸ 0568－51－9874 

E-mail  info@ain-s.co.jp 
URL  http://www.ain-s.co.jp（あいんシステムズで検索できます） 

代表取締役　森  野  行  雄（大１５回生） 
お電話・ファックス・E-mailお待ちしております。 

今 井 田 昭 三 

三 陽 株式会社 

　

陵
水
会
名
古
屋
支
部
の
会
員
で
、

ご
自
身
が
創
業
・
創
立
者
の
企
業
を

紹
介
す
る
新
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

二
期
目
を
迎
え
た
名
古
屋
支
部
小

島
体
制
で
す
が
、
小
島
興
一
氏
の
会

社
は
税
理
士
法
人
で
す
が
、　

年
前

２２

に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
か
ら
独
立
し
、
公

認
会
計
事
務
所
を
開
設
。
な
ん
と
、

現
在
で
は
顧
問
先
（
得
意
先
）
一
〇

〇
〇
社
と
な
る
大
き
な
税
理
士
法
人

に
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

３
年
前
に
三
重
県
の
会
計
事
務
所

を
吸
収
合
併
す
る
と
と
も
に
、
愛
知

県
、
滋
賀
県
の
会
計
事
務
所
と
業
務

提
携
し
、「
税
理
士
法
人
・
中
央
総
研
」

を
設
立
。
さ
ら
に
発
展
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

最
新
の
情
報
で
は
、
提
携
グ
ル
ー

プ
顧
問
先
は
二
〇
〇
〇
社
に
達
し
、

「
東
洋
経
済
」
に
よ
れ
ば
税
理
士
法

人
と
し
て
は
、
全
国
８
位
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
企
業
訪
問
を
兼
ね
て
、「
中

央
総
研
セ
ミ
ナ
ー
」
な
る
も
の
に
参

加
し
て
、
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

　

名
古
屋
観
光
ホ
テ
ル
の「
那
古
野
」

間
に
、
立
錐
の
余
地
も
な
い
ほ
ど
に

お
客
さ
ん
が
入
っ
て
（
五
〇
〇
名
）、

ほ
ぼ
定
刻
通
り
に
セ
ミ
ナ
ー
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

小
島
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
は
創
業
３
年
目
か
ら
開
催
し
、

当
初　

人
前
後
の
参
加
者
で
し
た
。

５０

セ
ミ
ナ
ー
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
税
制
改

正
と
日
本
経
済
の
話
で
し
た
が
、
次

第
に
日
本
経
済
の
話
に
関
心
が
高
ま

り
、
十
倍
の
規
模
に
ま
で
成
長
し
ま

し
た
。
今
回
参
加
し
て
わ
か
っ
た
の

で
す
が
確
か
な
デ
ー
タ
ー
に
基
づ
く
、

軽
妙
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
語
り
口

が
人
気
の
源
だ
と
理
解
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の

は
社
是
「
お
客
様
の
喜
び
は
、
私
た

ち
の
生
き
が
い
」
を
も
っ
と
も
大
切

に
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
の
社
是
は
、
創
業
時
に
ご
自
分
で

考
え
だ
さ
れ
た
言
葉
で
す
。

企
業
概
要

■
企
業
名　

税
理
士
法
人
中
央
総
研

■
理
事
長　

小
島
興
一
（
大　

回
）

１０

■
顧
問
先　

二
〇
〇
〇
社（
グ
ル
ー
プ
）

■
社　

員　

一
二
〇
名
（
グ
ル
ー
プ
）

■
業　

務　

税
務
会
計
・
税
対
策
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
監
査

■方　　針
・支部内の交流に寄与することを目指す。
・機関紙『名古屋陵水』と連携して、記事収集窓口や発表の場の役
割を持たせる。
・継続できる内容、体制にする。（更新の手間や費用は、最小限で済
むようにする。）
■ホームページの具体的内容（例）
　まず、機関紙「名古屋陵水」をそのまま載せ、それに内容を少し
ずつ増やしていく。（現在２４号と２３号を掲載中）
追加例
・「名古屋陵水」で載せきれなかった記事。（更に詳細な記事は、ホー
ムページでご覧下さい。と誘導してみる。）

・彦根・大学に関するトピックスや近況情報等、次回の機関紙発行

まで待つのが適当でない分野の記事。
　（近況情報は、仕事などで彦根を訪れた人に記事と写真を提供して
もらうような方法が確立できればと思います。）
・同好会の内容を充実させる。
・最近の例では、滋賀大学経営経済研究所の『インターネット企画
展』へリンクさせていただきました。
■支部内の交流の一助として
・ＭＬ（メーリングリスト）を設けましたので、皆様の交流のお役に
立てれば幸いです。
　悪戯防止のため、参加登録は管理者の手作業でいたしております。
　「お名前」「参加希望メールアドレス」「回生」の３点を、次の管理
者メールアドレスまでお知らせください。速やかに手続きさせてい
ただきます。
　管理者メールアドレス ryosui-nagoya-admin@nagoya.ryosui.jp
　ＭＬは、メールを使って大勢の人とコミュニケーションするシス
テムです。
　投稿できるのも配信されるのも、参加登録をした方のみです。
・補助的手段として、掲示板も設けております。
　メールアドレスをお持ちでない方やＭＬへ登録する前に何か発言
したい方は、掲示板をご利用ください。
　掲示板への書き込みは、管理人が適宜ＭＬへご紹介します。
　なお、掲示板にはＩＤをＰＷと設けて悪戯防止に努めております。
　何卒、ご理解賜りますようお願い申し上げます。
　　ＩＤ：hikone５４（ヒコネコーショー）
　　ＰＷ：biwako４５（ビワコシューコー）
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者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企企
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探探
訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪訪
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

「
創
業
経
営
者
企
業
探
訪
」

～～ 陵水会名古屋支部 ホームページのご案内 ～～
平成１８年３月１５日幹事会にて承認をいただき、３月１７日より開設いたしました。

※「http://nagoya.ryosui.jp」より※「http://nagoya.ryosui.jp」より

皆さんのメーリングリスト参加お待ちしています！
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税 理 士 
行政書士 （大２１回営） 山 内 薫  

企業経営をトータルサポート 
税務会計（法人・所得・消費・相続・贈与） 

法人設立・建設業許可等 

山 内 会 計 事 務 所  

〒491-0045　一宮市音羽3丁目4番11号 
TEL 0586-24-1407　FAX 0586-24-1472

七 里 年 昌  

七里社会保険労務士事務所 

愛知中央SR経営労務センター理事 

 
石
橋
政
雄（
大
六
）

永
平
寺
光
る
廊
下
に
蟻
ひ
と
つ

今
年
入
学
出
来
た
シ
ル
バ
ー
カ
レ
ッ

ジ
の
修
学
旅
行
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

 
伊
與
正
道（
大
六
）

白
南
風
を
窓
い
っ
ぱ
い
に
診
療
所

三
河
湾
佐
久
島
の
診
療
所
。
明
る
い

「
し
ろ
は
え
」
に
光
っ
て
い
た
。　

 
河
村
実
鏤（
大
七
）

勤
行
の
朝
全
山
の
蝉
時
雨

恩
師
の
三
回
忌
に
参
集
し
た
者
達
が

翌
朝
早
く
起
き
読
経
し
た
時
の
情
景
。

 
木
村
芳
夫（
大
八
）

雲
海
に
昇
る
陽
悪
し
き
事
忘
る

御
来
光
を
仰
ぐ
時
人
は
思
わ
ず
合
掌

し
、
生
き
て
い
る
事
に
感
謝
す
る
。

 
久
保　

明（
大
六
）

朝
靄
に
浮
か
ぶ
青
田
や
散
居
村

米
処
砺
波
平
野
に
広
が
る
散
居
村
を

一
望
出
来
る
山
腹
よ
り
眺
め
た
景
色
。

 
倉
坪
和
久（
大
十
三
）

父
母
在
り
し
杣
家
に
注
ぐ
蝉
し
ぐ
れ

「
故
郷
の
廃
家
」
に
な
ら
ぬ
よ
う
今

も
手
入
れ
に
通
っ
て
い
る
が
…
…
。

 
斉
藤
武
司（
短
二
）

夏
蕎
麦
の
花
の
う
ね
り
や
海
に
果
つ

純
白
の
蕎
麦
の
花
が
広
々
と
咲
き
ひ

ろ
が
っ
て
知
多
の
海
に
な
だ
れ
落
つ
。

 
柴　

宗
平（
大
五
）

し
な
の
木
も
あ
り
て
信
濃
は
夏
木
立

科
の
木
は
山
地
に
生
え
る
十
ｍ
位
の

落
葉
高
木
。
語
呂
合
せ
が
狙
い
の
句
。

 
南
野
輝
久（
大
五
）

夏
羽
織
脱
ぎ
て
一
閃
太
刀
の
冴
え

紋
服
、
袴
、
白
足
袋
の
正
装
に
て
心

気
一
閃
居
合
抜
き
。
天
地
人
共
に
あ

る
一
瞬
。

 
山
田
寿
男（
大
六
）

梅
雨
の
湖
寮
歌
に
戻
る
我
が
青
春

大
津
で
の
白
杉
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
会
の
折
、

合
唱
し
た
寮
歌
に
青
春
が
蘇
り
ま
し

た
。

 
自
句
自
解 

陵
水
俳
壇

　

大
阪
陵
水
会
囲
碁
部
を
中
心
と
し
た

海
外
囲
碁
交
流
試
合
の
ツ
ア
ー
も
、
一

昨
年
の
「
北
京
」
昨
年
の
「
西
安
・
宝

鶏
」
に
続
い
て
、
今
年
は
二
月
十
九
日

か
ら
二
十
三
日
に
か
け
て
台
湾
を
訪
ず

れ
、高
雄
・
台
北
に
て
親
善
試
合
を
行
っ

た
。

　

今
回
は
陵
水
会
囲
碁
部
の
メ
ン
バ
ー

十
三
名
（
大
阪
９
名
・
東
京
１
名
・
名

古
屋
３
名
）
に
加
え
、
ア
マ
チ
ュ
ア
囲

碁
界
の
名
う
て
の
強
豪
で
あ
る
奈
良
の

斎
藤
和
行
ご
夫
妻
に
特
別
参
加
を
し
て

頂
き
、
総
勢
十
五
人

の
選
手
団
を
結
成
し

て
訪
台
し
た
。

　

一
日
目
は
名
古

屋
・
東
京
勢
は
中
部

国
際
空
港
よ
り
、
大

阪
勢
は
関
西
空
港
よ

り
飛
び
立
ち
台
北
の

中
正
空
港
で
落
ち

あ
っ
た
後
、
専
用
車

で
鄭
成
功
の
活
動
拠

点
で
名
高
い
古
い
都

の
「
台
南
」
に
移
動

し
た
。

　

二
日
目
の
午
前
中

は
荒
涼
た
る
荒
地
で

あ
っ
た
嘉
南
平
野
を
肥
沃
の
穀
倉
地
帯

に
変
え
た
八
田
与
一
技
師
に
ゆ
か
り
の

地
、
珊
瑚
譚
（
ダ
ム
・
水
路
）
を
見
学

し
た
。

　

そ
の
雄
大
か
つ
適
確
な
水
利
工
事
を

見
れ
ば
、
八
田
技
師
が
「
嘉
南
水
�
の

父
」
と
し
て
台
湾
の
人
々
か
ら
深
く
敬

愛
さ
れ
て
い
る
の
が
納
得
で
き
ま
す
。

　

未
だ
に
毎
年
ご
命
日
に
は
、
嘉
南
水

利
組
合
・
市
町
村
等
の
自
治
体
が
中
心

と
な
っ
て
、
ご
遺
族
の
参
列
の
下
に
盛

大
に
慰
霊
祭
が
開
か
れ
て
い
る
と
の
事
、

同
じ
日
本
人
と
し
て
誇
ら
し
く
思
い
ま

し
た
。

　

午
後
か
ら
高
雄
市
内
で
親
善
試
合
を

行
っ
た
。

　

対
局
は
中
国
式
ル
ー
ル
の
も
と
で
、

す
べ
て
互
先（
握
り
）で
行
な
わ
れ
た
が
、

高
雄
選
抜
チ
ー
ム
に
は
プ
ロ
棋
士
を
目

指
し
て
い
る
小
学
生
の
林
冠
典
・
冠
文

兄
弟
も
お
り
、
昨
年
の
宝
鶏
ほ
ど
で
は

無
か
っ
た
も
の
の
、
２
局
ず
つ
対
局
し

て
四
勝
二
十
四
敗
と
惨
敗
で
あ
っ
た
。

　

三
日
目
は
台
北
に
戻
り
中
正
記
念
堂

等
の
市
内
見
学
、
夜
は
士
林
夜
市
を
散

策
し
た
。　

四
日
目
は
故
宮
博
物
館
な

ど
を
見
学
し
た
後
、
午
後
か

ら
林
海
峰
文
教
基
金
会
館
に

て
台
北
の
ア
マ
チ
ュ
ア
棋
士

選
抜
チ
ー
ム
と
親
善
試
合
を

行
っ
た
。

　

手
合
割
り
は
段
級
位
に
よ

る
ハ
ン
デ
ィ
戦
を
採
用
し
た

が
、
日
台
段
位
に
格
差
が
在

る
為
に
、
日
本
側
の
段
位
を

三
段
下
げ
る
様
調
整
し
た
上

で
の
対
戦
で
あ
っ
た
。
（
例

え
ば
日
本
で
五
段
の
人
は
台

湾
の
二
段
の
人
と
同
格
と
し

て
取
り
扱
う
）

　

対
戦
者
の
中
に
は
林
海
峰

９
段
の
お
兄
上
や
楊
嘉
源
９
段
の
お
父

上
も
参
加
さ
れ
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
結

果
、
幸
い
に
も
十
一
勝
三
敗
と
勝
越
す

事
が
出
来
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
台
湾
プ
ロ
棋
士
に

よ
る
指
導
碁
は
東
京
か
ら
参
加
し
た
三

井
照
次
さ
ん
が
唯
一
の
金
星
を
挙
げ
た
。

　

翌
日
の
午
後
に
は
帰
国
の
途
に
着
き
、

四
泊
五
日
の
旅
を
終
え
た
が
、
毎
晩
夕

食
後
も
ホ
テ
ル
で
囲
碁
の
研
究
会
を
開

催
す
る
な
ど
囲
碁
三
昧
の
大
変
楽
し
い

旅
行
で
あ
っ
た
。

水
野
健
治
（
大　

）
１０

陵
水
会
・
囲
碁
部
主
催
の

　
　
「
台
湾
・
囲
碁
交
流
試
合
ツ
ア
ー
」
に
参
加
し
て
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錦
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セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
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〈桜通り〉 

〈錦通り〉 

〈
大
津
通
り
〉 

Ｎ 

オ
ア
シ
ス
２１
 

テレビ塔 
東急ハンズアネックス 10階 

唐観月 
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芸術文化 
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山 田 康 博  

税と経営の総合コンサルタント 

山田康博税理士事務所 

志 賀 康 仁  
JR岡崎駅前　TEL 0564－51－3685

お客様と共に繁栄目指して1 2 0余年 

志 賀 為 株 式 会 社  

取扱品目：切削油、潤滑油、防錆油、 
　　　　　肥料、農薬、園芸資材、健康サプリメント 
　　　　　地盤調査、柱状改良工事、外壁工事 

　

北
海
道
に
遊
ぶ七

里
年
昌
（
大
６
）

　

六
月
五
日
、
セ
ン
ト
レ
ア
空
港
か

ら
、
稚
内
へ
。
到
着
後
、
早
速
、
ビ
ー

ル
を
片
手
に
ウ
ニ
丼

を
ア
ッ
と
い
う
間
に

片
付
け
、
北
海
道
の

味
を
満
喫
。
そ
の
足

で
、
礼
文
島
へ
向
か

い
そ
の
日
は
礼
文
島

で
宿
泊
。

　

翌
朝
六
時
、
高
山

植
物
の
観
賞
に
案
内

す
る
と
の
こ
と
で
、
桃
岩
展
望
台
へ

同
行
、
き
れ
い
に
咲
く
景
観
に
満
足
、

そ
の
後
下
山
し
、
旅
館
に
戻
り
、
朝

食
後
、
礼
文
島
一
周
へ
…
…

　

さ
す
が
、
北
端
の
ス
コ
ト
ン
岬
ま

で
行
く
と
、
気
温
は
十
度
だ
が
、
風

が
強
く
、
体
感
温
度
は
二
〜
三
度
、

非
常
に
寒
か
っ
た
事
を
覚
え
て
い
る
。

そ
の
後
、
礼
文
島
に
し
か
咲
か
な
い

レ
ブ
ン
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
の
群
生
地
に

行
き
、
独
特
の
姿
を
見
て
、
礼
文
島

に
来
た
事
を
改
め
て
喜
ん
だ
も
の
で

あ
る
。

　

礼
文
島
か
ら
見
る
利
尻
の
姿
は
天

下
一
品
。
午
後
、
利
尻
島
へ
渡
る
。

　

利
尻
島
は
海
中
の
噴
火
で
出
来
た

島
と
聞
く
。
利
尻
山
の
高
さ
は
一
七

二
〇
米
。
温
泉
が
あ
ち
こ
ち
で
噴
出
。

チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
車
で
、
島
を
一
周
。

そ
の
都
度
に
車
を
停
め
て
観
る
利
尻

山
の
姿
は
厳
し
か
っ
た
り
、
優
し

か
っ
た
り
、
十
六
の
姿
に
変
化
す
る

と
言
わ
れ
て
い
る
。
霞
が
か
っ
て
頂

上
が
見
え
な
い
時
も
あ
っ
た
が
、
非

常
に
律
々
し
い
姿
が
印
象
的
。
そ
の

上
、
八
重
桜
が
今
を
盛
り
と
咲
き
ほ

こ
り
、
非
常
に
思
い
出
深
い
景
観
で

あ
っ
た
。

　

日
程
の
都
合
上
、
そ
の
日
の
う
ち

に
稚
内
へ
戻
り
、
ホ
テ
ル
に
宿
泊
。

　

翌
日
、
ノ
シ
ャ
ッ
プ
岬
、
宗
谷
岬

（
日
本
最
北
端
の
岬
）
へ
ド
ラ
イ
ブ

間
宮
林
蔵
が
樺
太
探
検
（
調
査
）
の

た
め
船
出
し
た
海
岸
へ
降
り
立
ち
、

そ
の
勇
姿
を
想

像
し
て
感
激
。
そ

の
後
、
稚
内
空
港

か
ら
名
古
屋
セ

ン
ト
レ
ア
へ
、
帰

路
に
着
い
た
。
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【
編
集
後
記
】

〔
原
稿
募
集
及
び
ご
意
見
を
！
〕

皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
年
二
回

発
行
を
継
続
し
て
い
ま
す
が
、
一

層
の
原
稿
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
※
テ
ー
マ
自
由

編
集
担
当　

吉
田　

稔
（
大　

）
１５

�
�
０
５
２
‐
７
５
１
‐
２
０
１
０

E
‐ mail

m

‐ yoshida52@
yahoo.co.jp

〈
時　

間
〉　

原
則
と
し
て
毎
月
第
３
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
６
時　

分
〜

３０

〈
場　

所
〉　

錦「
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
」　

階
１０

　
　
　
　
　
『
唐
観
月
』

〈
会　

費
〉　

５
、０
０
０
円

〈
日　

程
〉

　

Ｈ　
　

９
月　

日（
金
）、　

月　

日（
金
）

１８

１５

１０

２０

　
　
　
　
　

月　

日（
金
）、　

月
休
み

１１

１７

１２

　

Ｈ　
　

１
月　

日（
金
）、２
月　

日（
金
）

１９

１９

１６

　
　
　
　

３
月　

日（
金
）、４
月　

日（
金
）

１６

２０

　
　
　
　

５
月　

日（
金
）、６
月　

日（
金
）

１８

１５

　

陵
水
名
古
屋
男
声
合
唱
団

「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
合
唱　

　
　
　

コ
ン
ク
ー
ル
で
銅
賞
受
賞

　

陵
水
会
会
場
で
の
校
歌
・
学
歌
で

お
な
じ
み
の
陵
水
名
古
屋
男
声
合
唱

団
は
、
去
る
六
月
十
八
日
、
滋
賀
県

高
島
市
今
津
町
で
催
さ
れ
た
第
十
回

「
琵
琶
湖
周
航
の
歌
」
音
楽
祭
合
唱

コ
ン
ク
ー
ル
に
出
場
し
、「
銅
賞
」
に

入
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、「
琵
琶
湖
周

航
の
歌
」
が
今
津
町
で
生
ま
れ
た
こ

と
を
記
念
し

て
毎
年
開
催

さ
れ
（
課
題

曲
「
琵
琶
湖

周
航
の
歌
」

と
自
由
曲
を

演
奏
）、
今
年

は
地
元
滋
賀

県
の
他
、
近

畿
地
方
、
愛

知
、
三
重
、

石
川
、
福
岡

の
各
県
か
ら

三
十
団
体
が

参
加
し
た
中

で
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。
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